
 

 

日 曜 日 ４月の行事 

１ 月  

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火 体育教室 

１0 水  

１1 木  

１2 金  

１3 土  

14 日  

１5 月 体育教室 

１6 火  

１7 水  

１8 木  

１9 金  

２0

０ 

土  

２1 日  

２2 月 体育教室 

２3 火  

２4

４ 

水  

２5

５ 

木

木 

 

２6 金  

２7 土  

２8

８ 

日  

２9 月 昭和の日 

30 火  

31 水  

入園・進級おめでとうございます 

 

ほけんニュース 
登園前の体調はどうかな？ 

新年度がスタートしましたね！特に年度の始まりは、心も身体も疲れやすくなります。 
保育園で元気に生活するめには、体調管理が欠かせません。登園前に体調チェックをして 
みて下さいね。 

わかばパパママ応援教室は、随時受付中です 

消防局より 

寝たばこに注意！！ 

『火を消して  
不安を消して つなぐ未来』 

４月は、子どもたちが新しい 

環境で安心して過ごせるよう、 

日々の生活を丁寧に送って 

いきます。 

４月中旬以降に、幼児クラス 

で進級のつどいをします。 

保護者会総会について 

 ５月１１日（土）に保護者会総会を開催 

いたします。是非ご参加下さい。 

総会の開催に伴って、年間予定表に記載 

しております同日開催予定の「うぇるかむでぃ」 

は、５月１８日に変更します。 

いつもより元気がない・機嫌が悪い・

食欲がない等の症状はありませんか？

いつもと様子が違う時はお知らせくだ

さい。 

嘔吐・下痢症状があった場合、登園できる

のは、普通の食事や水分が摂れてから次の

食事を摂るまで嘔吐や下痢がないことが 

確認できてからとなります。(できれば 24

時間様子を見て頂くことが好ましいです) 

熱はないかな？ 

２４時間以内に３８℃以上の熱があった場合

や、解熱剤を使用した場合は登園を控えて頂く

のが望ましいです。(保育所における感染症対

策ガイドラインより) 

平熱より 1℃以上ある時は安静に過ごせると 

良いですね。 

目の充血、目やにが出ている場合は、眼科に 

受診し、感染症の可能性がないか医師に 

相談の上、登園してください。 

体調不良によりお薬を飲んでいたり、 

気管支拡張テープを貼っていたりする 

場合はお知らせください。 

体に発疹がある 

お子さんの体に発疹がある場合の原因は

様々ですが、感染症の場合もあります。 

前日より発疹が増えている場合は登園前の

受診をお願いします。わからない時は、 

登園前に電話でご相談いただくか、登園時

に保育士にご相談ください。 

ケガをした時は？ 

ご家庭でケガをされた場合は、保育を

する上で気をつけることなど確認させ

ていただく場合もあるので、お知らせ

ください。 

今日の調子はどうかな？ 
薬を飲んでいる 

機嫌・食欲は？ 

おなかの調子は？ 

目が赤い・目やにが出る 

 
保育所でも、朝の受け入れ時に、お子さんの顔色などを見るようにしています。 
前日や朝の体調で気になることがありましたら、保育士にお伝えください。 

体調チェックしてみましょう！ 

広島和光園保育所 202４ 
認定こども園  

 入園・進級おめでとうございます 

 草木も生き生きと若葉を伸ばす春。「広島和光園保育所」は「認定こども園広島和光園保育所」に移行しました。

保育所型認定こども園ですので、福祉施設として何かが大きく変わった訳ではありませんが教育的要素を意識しなが

ら日々の保育に向き合っていきます。保育園での教育とは「遊びが学び」と言われるように、たくさんの遊びの中で

試行錯誤したり、ともだちと協力したり、表現したり、人を思いやったり・・・と学校教育に結びつくたくさんの経

験をすることであり、「できる・できない」ではない資質・能力を育みます。こども基本法では、こどもの生涯にわ

たるウェルビーイング（身体的・精神的・社会的なしあわせ）を目標に、こどもの人権を尊重し、こどもの意見に耳

を傾けていくことが明記されました。これに準じて真摯に保育に取り組んでいきます。 

（保護者会総会後に令和 6 年度の取り組みについてお話しします。是非ご参加ください） 

 一人ひとりを大切に、こどもの「今」ここにある育みを丁寧に培っていきます。何か不安なことがありましたら、

是非相談してください。一緒に考えてまいりましょう。皆さんの子育てのパートナーとして今年度も職員一同 

頑張ってまいります。令和 6 年度もよろしくお願いいたします。 

広島和光園保育所では、年度末の一週間、現クラス

の担任と一緒に、４月から過ごすお部屋で生活する 

期間（移行期間）を設けています。 

＜0 歳児＞ 

現クラスの担任が傍に居る安心感の

中で、新年度から一緒に過ごす保育

士と少しずつ関わっていきます。 

「これからよろしくね！」 

＜１歳児＞ 

初めて入るお部屋でも、 
大好きな先生の膝の上なら安心♡ 

＜２歳児＞ 

２歳児の保育士と一緒に、幼児 
クラスのお部屋で折り紙遊び。 
お姉ちゃんたち、上手に折ってる 

なぁ… 

＜２歳児＞ 
傍で保育士が見守る中、２歳児の

お部屋で親しんでいた「かるた」
をお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に
遊びます。 

子どもの主体を大切にする保育とは… 

自ら「なろう」という気持ちを支えるということ 

三上保育士は、広島和光園

保育所に就職する前は、『劇団

風の子』の団員として活躍して

いました。 

こどもたちの生き生きとした 

姿に触れて、“自分が培ってき

た得意なことをもう一度活か

したい！という思いが溢れて

来たそうです。 

三上保育士の語りに、子ども 
たちはどんどん惹き込まれて 
いきます。車がスロープを滑り 
降りるなど、ワクワクする 
仕掛けもいっぱいでした！ 
 

『ちいさいおうち』という 
絵本をダンボール 
シアターにして披露。 

昨年度行った年長組の卒園プロジェクト「みんなでおおきくなれてしあわせ

の会」では、子どもたちが自分で決めた“出来るようになったこと”“がんばりた

いこと”を保護者の方に観ていただきました。 

 行事としてのプロジェクトは終わりましたが、子どもたちの中ではまだ終わっ

ていません。お互いの姿を認め合い、応援し合ってきた中で子どもたちは自分

が発表したプログラム以外でもやってみたいと思う気持ちが膨らんできまし

た。そこで！行事後の取り組みを発表し合う「しあわせの会ごっこ」の日を設

け、当日参加しなかった職員で当日参加できる人にも観てもらうことにしまし

た。そこには延長保育担当の三上保育士もいました。子どもたちの姿を見て、心

が大きく揺さぶられた三上保育士は、「卒園する子どもたちへのお祝いに、自分

ができることはないかな…」と考え、３月末に卒園する子どもたちにダンボール

シアターを披露することに・・・。 

卒園プロジェクトの中で、「自分の得意なものは・・・」「自分が何をしたいの

か・・・」こどもたち一人ひとりが自分と向き合い自己決定して取り組みましたが、

それだけではなくともだちの取り組み方もよく見ていて、「自分もやってみた

い」と感化され、それが次活動のきっかけになっていきました。三上保育士も、こ

どもたちを見て「素敵だな」と心がゆすぶられました。こんな風に、大人もこども

も含め周りにいる人からの影響はできるだけたくさん混ざり合う方が、豊かな経

験・豊かな学びにつながっていくようです。 

以前の大人の指示通りみんな同じことをする保育の中では、一人ひとりをここ

まで感じられてなかったことを実感しています。「みんな違ってみんないい」とい

うことが、保育にとっては大事なことだとこどもたちから学ばせてもらいました。

こどもも、大人も得意と不得意があり完璧でないから面白い。互いの良いところ

を見つけ、憧れ、そうなりたいと目標にして頑張ろうとする、それが自ら「なる」

（成長する）ことなのかもしれません。 

 
令和６年度 第１回目の 
体育教室は 
４月９日（火）です。 

４月を安心して迎えるために… 


